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出版 にあたって

株式会社 長谷工 コー ポレーシ ョンの寄附金 で設置 された寄附研究部門の 「海外 日本美術

情報 」プ ロジェク トも、早 い もので四年 目を迎 え ました。本叢書 の第一 ・第二及び第四 ・

第五 号で報 告済 みの文字情報 と画像資料 に関 しては、 当セ ンター情報課の もとで順次デー

タベースの構 築が進め られてお ります。

ロシア、チ ェコに続 き平成六年 度の調査 は、ハ ンガ リー共和国の首都ブ ダペス トに所在

す るフェレンツ ・ホ ップ東洋美術館 で六 月二十 日か ら七 月二十二 日まで行 いま した。 日本

美 術 コレクシ ョンは、 フェレンッ ・ホ ップが蒐集 し、一括 して国 に寄贈 した四千点余 りの

作 品が、 その中枢 となってお ります。ホ ップの邸宅 と共 に、 日本風 の東屋や 中国風 の石門

を配 した庭園 も国 に寄贈 され、 フェレンッ ・ホ ップ東洋美術館 として知 られて きま したが、

1948年 か らは、組織 的には国立工芸美術館 に所属す る形 になってお ります。 旧ホップ邸 の

一 階は、現在東洋美術 の図書館 として、 また二階 は東洋美術特別展の展示場 として使用 さ

れ てお ります。 そ して東洋美術 品の常設展示 は、同様 に国立工芸美術館 の組織下 にあるジ

ョル ジュ ・ラー ト美術館 で行 われています。作 品の収蔵 庫は、新 たに設置 された もの も含

め、総て国立工芸美術館 にあ ります。此の度は1,478点 の資料 を収録 しま したが、浮世絵版

画683点 に次 ぎ比較的大 きい比重 を占めて いるのは、ホ ップが力 を注 いで蒐集 した根付や漆

工 芸品で、それぞれ215点 と155点 を収録 しま した。 それ以外、今 回は木、牙、銅 な どを素

材 とした置物 を含む彫刻 も93点 収録 しま した。

尚、本報告書 は、飽 く迄 も迅速な基礎資料の提供 を最大の 目標 と している為、資料 の照

合 と調査 に費やす時 間が往 々に して制約 されて しまい ます。従 って、不十分 な点 も多いか

と思 いますが、それ らは後 日コンピュータ上で訂正 し、 より正確 な資料 を保存 してい く計

画 であ り、皆様 の ご意見、 ご批判 を乞 う次第であ ります。

本書 の出版 にあたって、 当初 よ りあらゆ る便宜 を惜 しみな く図 って下 さった国立工芸美

術館 のロヴ ァグ館長は じめフェ レンツィ東洋美術部長、それに異 常な猛暑 にもかかわ らず、

連 日私達 の作 品調査 に ご協 力下 さったキュー レイターのチ ェ氏 と美術館のスタ ッフの皆様

に、心 か らお礼 申 し上 げ ます。 同時 に 日本側 か ら調査 にご協 力頂 いた大橋康 二、小松大秀 、

浅 野秀 剛の諸氏 に も深謝 申 しあげ ます。 また、偶然 に も同美術館へ おいで になった武蔵野
さぶろうすけ

美術大学の田辺三郎助教授 には、仏像に関する貴重なご意見を、そしてブダペス ト経済大

学の盛田常夫客員教授には、現地でのあらゆる情報 を頂載 し、感謝申し上げます。

さらに、長谷工 コーポレーションからは本寄附研究部門設置の為の寄附を、文化財保護

振興財団からは、引き続 き調査旅費の一部に対する援助 を、そして文部省からは、科学研

究費補助金を賜 り、厚 くお礼申し上げます。

今後 とも関係各位のご協力をあおぎ、より充実 したデータベースの構築を目指 して努力

していく所存であります。
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